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名古屋港で観測された伊勢湾台風時の潮位記録 左上は台風の経路





せました。 さらに、台風の通過が21 ~ 防、ポンプによる強制排水、二線堤（ニ
22時と満潮時刻とほぼ重なったのです。 重の堤防）などにより水害から守られ
この結果、伊勢湾奥の潮位は通常の満 ていました。 また、水防意識が高く、農
潮位2.26mより3.55m高い 5.81mとなり 民は水害に備え、 住居を盛り土の上に
ました。高潮が海岸堤防を破壊し、 伊 建てたり、避難用の舟の用意をするな
勢湾に注ぐ河川を河 口から上流に向か ど、様々な工夫をしていました。 しか
って遡り、河川堤防を越流または破堤 し、新しく開発された市街地などは水
しながら、埋立地を乗り越えて背後の に弱いにも関わらず、 水害に対する防





昭和30年代、産業構造が第 一 次産業 住民の増大を意味しました。
から第二次産業へと大きく変化を始め、 このように、名古屋市南部低地では
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土地環 境に即 した開 発を
伊勢湾台風災害は、時代の変化とと
もに、つねに新たな危 険が作られてい
ることを示しました。 そして、災害に
対して安全な地域づくりは、 堤防など
の防災施設によるだけではなく、 土地
環境を考慮した開発計画が事前に必要
であることを私たちに突きつけたの で
す。
（問い合わせ先：情報解析室 佐藤照子）
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